昇段級審査規程
第1条 段級位制度
全日本拳法連盟（以下「本連盟」という。）の段級位は、日本拳法五法を基とし技術の習得と精神修養の高さを示す「指標」となるものであり、技と力のみならず、精神面における人格・徳性あるいは貢献度・情熱等を総合的に判断して認定する。
日本拳法を修行する者は、認定された段級位の位置を常に自覚し、更により高位を目指して修練を重ねていくことが望まれる。

第2条 審査合格基準・審査内容・補講
　　一　昇段級審査は通常、書類確認の上、形・面空乱撃・実乱撃による審査を
行う。
　　二　五段位以上については第２条第一項の他、自筆によるレポート提出・面接試験を行う。
　　三　段級位合格基準及び審査内容は昇段級審査基準に定める通りである。

第3条 特別審査
次の各項掲げる事項に該当する者は、特別に昇段級審査の対象とする。
　　一　公式大会で特に抜群の成績をおさめ、技量・作法ともに優秀と師範会が認めた者で、指定期日内に該当段級位までに習得すべき形の補講をうけたもの。但し、指定期日を過ぎた者を除くものとする。
　　二　道場・団体を開催する指導者
　　三　技術・指導力等について、その段級位に相応しいと師範が認めた者で、各団体代表者の推薦があるもの。

第4条 認定移行
　　　　日本拳法他団体の者で、本連盟に入会又は参加登録し、他団体での段級位と同等の段級位取得を希望する者は、審査部会に他団体での段級位が証明できる書類を提出することにより認定される。
　　
第5条 二階級受験
　　一　級位の受験のみ一度の審査会で二階級を受験することができる。
　　二　受験者は受験した全ての審査料と合格した全ての認定料を納めるものとする。

第6条 審査会
　　一　次に掲げる要件を備えた場合、審査会が成立する。但し、同段級位受験の空乱撃、実乱撃審査がいわゆる適正にできることを条件とする。
　　　　イ　初段位迄　　準指導員２名又は指導員1名
　　　　ロ　二段位迄　　指導員２名又は上級指導員１名
　　　　ハ　四段位迄　　上級指導員２名又は師範１名
　　　　ニ　五段位以上　師範会
　　二　段級位を与えようとするときは別紙様式（１）の「昇段級認定申請書」に審査用紙を添付して審査会開催者に提出しなければならない。
　　三　特別審査は、師範会において審議するものとする。
　　四　全ての審査会において必要書類及び審査料、認定料は審査日の一週間前までに提出するものとする。

第7条 審査料及び認定料
各段級位の審査料・認定料は昇段級審査基準に定める通りとする。

第8条 その他
五段位以上の認定伝達式は総会にて行う。

以上

